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お
忙
し
い
所
お
集
ま
り
い
た

だ
き
感
謝
す
る
。
日
医
は

｢

社

会
保
障
は
平
時
の
国
家
保
障
で

あ
る｣

と
言
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な
政
府

の
経
済
主
導
型
の
方
針
と
い
う

の
を
我
々
は
凝
視
し
、
組
織
で

対
応
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
大
事
な
時
期
で
あ
る
。
今
年

七
月
に
日
医
の
代
表
を
出
す
参

議
院
選
挙
が
あ
る
が
、
我
々
の

組
織
を
固
め
、
た
く
さ
ん
の
意

向
を
く
み
上
げ
て
対
応
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。
規
約
一

部
改
正
も
あ
る
の
で
、
議
案
の

審
議
を
お
願
い
し
た
い
。

平
成
十
六
年
度
収
支
予
算
案

は
、
概
ね
前
年
度
と
変
わ
り
な

く
、
総
額
二
千
三
百
八
十
五
万

九
千
円
で
、
負
担
金
は
Ａ
①
会

員
一
人
年
額
三
万
円

(

日
医
連

分
二
万
円
、
鳥
取
県
医
連
分
一

万
円)

と
な
っ
て
い
る
。
詳
細

は
別
記

(

次
頁)

の
と
お
り
。

主
な
規
約
改
正
の
内
容
は
、

①
以
前
よ
り
、
現
行
の
医
師
連

盟
組
織
に
は
一
般
会
員
が
参
画

す
る
場
が
な
い
と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
検
討
し
た
結

果
、
今
回
新
た
に

｢

総
会｣

を

設
け
る
こ
と
に
し
た
こ
と
、
②

執
行
委
員
の
選
出
方
法
・
人
数

を
負
担
金
徴
収
人
数
に
応
じ
て

地
区
医
師
連
盟
か
ら
選
出
す
る

こ
と
に
し
た
こ
と
、
③
会
議
の

構
成
、
責
務
な
ど
を
明
確
に
し

た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

参
議
院
議
員
選
挙
は
来
る
七

月
十
一
日
に
実
施
さ
れ
る
。
日

本
医
師
連
盟
推
薦
の
現
職
・
宮

崎
秀
樹
議
員
が
今
期
限
り
で
勇

退
し
、
後
継
者
と
し
て
西
島
英

利
先
生

(

日
医
連
常
任
執
行
委

員)

を
日
医
連
推
薦
候
補
者
と

す
る
こ
と
が
昨
年
八
月
三
十
一

日
開
催
の
日
医
連
執
行
委
員
会

で
決
定
し
て
い
る
。

現
在
、
医
師
連
盟
で
は
、
後

援
会
員
獲
得
運
動
を
展
開
中
で

あ
る
。
全
国
で
三
百
万
人
、
鳥

取
県
で
一
五
、
〇
〇
〇
人
獲
得

が
目
標
で
あ
る
。
気
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
も
一
人
で
も
多

く
の
獲
得
を
お
願
い
し
た
い
。

参
議
院
選
挙
比
例
区
の
順
位

は
、
個
人
名
の
得
票
に
よ
り
決

定
す
る
。
西
島
事
務
所
で
は
、

全
国
で
百
万
票
、
鳥
取
県
で

五
、
〇
〇
〇
票
獲
得
を
目
標
と

し
て
い
る
。
前
回

(

平
成
十
三

年)

、
武
見
敬
三
参
議
員
の
時

は
全
国
で
二
二
七
、
〇
四
二

票
、
鳥
取
県
で
二
、
〇
五
七
票

の
得
票

(

自
民
党
候
補
で
は
八

番
目
の
得
票
数)

で
あ
っ
た
。
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長
田
委
員
長
あ
い
さ
つ

予

算

案

規

約

改

正

参
議
院
議
員
選
挙
対
策

鳥
取
県
医
師
連
盟
は
二
月
二
十
八
日
、
鳥
取
県
医
師
会
館

に
お
い
て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
十
六
年
度
収
支
予

算
案
、
鳥
取
県
医
師
連
盟
規
約
の
一
部
改
正
案
を
原
案
通
り

可
決
、
承
認
し
た
。
ま
た
、
来
る
七
月
十
一
日
予
定
の
参
議

院
議
員
選
挙
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
日
医
連
推
薦
候
補
の

西
島
英
利
先
生
を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
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平成16年度鳥取県医師連盟収支予算 (案)

【収入の部】 (単位：千円)

款 項 予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１. 会 費 12,530 12,620 －90
県医連 ＠10,000円×420人＝4,200,000円(日医連 ＠20,000円×416人＝8,320,000円(52.51％) １. 会 費 12,520 12,610 －90

２. 特別会費 10 10 0

２. 寄付金 3,328 3,352 －24

(13.95％) １. 日医連寄付金 3,328 3,352 －24 8,320,000円×40％＝3,328,000円

３. その他の収入 1 1 0

(0.01％) １. 雑 入 1 1 0 普通預金利息

４. 繰越金 8,000 8,000 0

(33.53％) １. 繰越金 8,000 8,000 0 前年度繰越金

収 入 合 計 23,859 23,973 －114

【支出の部】

款 項 予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１. 事務費 200 200 0

(0.84％) １. 一般事務費 200 200 0

２. 組織活動費 3,790 4,030 －240

(15.89％) １. 旅 費 2,000 2,000 0 執行委員会旅費､ 活動旅費

２. 会議費 500 500 0 執行委員会諸費

３. 懇談会費 1,000 1,000 0 国会議員､ 県会議懇談会費

４. 負担金 50 50 0

５. 広報費 240 480 －240 医師連盟TOTTORI ３回発行

３. 選挙関係費 2,000 2,000 0

(8.38％) １. 寄付金 2,000 2,000 0

４. 寄付交付金 11,092 11,158 －66

(46.49％) １. 日医連負担金 8,320 8,380 －60 ＠20,000円×416人＝8,320,000円

２. 地区連絡費 1,500 1,500 0

３. 支部交付金 1,272 1,278 －6 ＠2,700円×471人＝1,271,700円

５. その他の経費 6,777 6,585 192

(28.4％) １. 予備費 6,777 6,585 192

支 出 合 計 23,859 23,973 －114

収支差引残額 な し
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西
島
先
生
は
、
空
路
鳥
取
入

り
さ
れ
、
午
後
一
時
十
五
分
か

ら
東
部
医
師
会
館
で
の
講
演
会

に
出
席
、
同
伴
と
し
て
日
医
連

常
任
執
行
委
員
の
櫻
井
秀
也
先

生
と
と
も
に
講
演
さ
れ
た
。
そ

の
要
旨
は
別
記
の
と
お
り
。

講
演
後
西
島
先
生
は
、
幡
病

院
、
渡
辺
病
院
、
尾
崎
病
院
、

み
や
こ
苑
を
巡
回
さ
れ
、
各
施

設
の
ロ
ビ
ー
・
会
議
室
な
ど
で

二
十
〜
五
十
人
の
職
員
を
前
に

挨
拶
さ
れ
た
。

夕
方
に
は
倉
吉
市
内
に
入

り
、
藤
井
政
雄
記
念
、
野
島
、

清
水
、
北
岡
、
垣
田
の
各
病
院

を
順
番
に
回
り
、
最
新
の
中
央

情
勢
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
演
、
挨

拶
を
さ
れ
た
。

午
後
七
時
か
ら
は
会
場
を
ホ

テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
に
移

し
時
局
講
演
会
に
臨
ま
れ
た
。

会
に
は
中
部
地
区
の
医
師
連
盟

会
員
、
夫
人
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

職
員
な
ど
約
百
名
が
出
席
し
、

約
四
十
分
間
に
わ
た
り
講
演
を

さ
れ
た
。

西
島
先
生
は
倉
吉
に
一
泊
さ

れ
、
翌
日
、
島
根
県
へ
遊
説
に

行
か
れ
た
。

・
西
島
先
生
と
は
、
日
医
の
役

員
と
し
て
六
年
間
共
に
仕
事
を

や
っ
て
き
た
。
私
よ
り
ず
い
ぶ

ん
若
い
が
知
識
、
行
動
力
、
判

断
力
を
備
え
た
す
ば
ら
し
い
先

生
で
あ
る
。
日
本
医
師
連
盟
と

し
て
、
自
信
を
持
っ
て
推
薦
で

き
る
先
生
。
我
々
の
願
い

｢

国

民
の
健
康
や
命
を
守
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か｣

政
治
の
場

面
で
発
言
し
て
く
れ
る
と
確
信

を
持
っ
て
い
る
。

・
ま
ず
、
名
前
を
覚
え
て
欲
し

い
。
先
生
は
九
州
出
身
、
九
州

と
言
え
ば
日
本
で
一
番
西
の

島
＝
西
島
先
生
と
し
て
覚
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
ち
な
み
に
、

西
島
の

｢

に｣

…
本
当
に
人
間
味
が
あ

る
。
精
神
科
と
い
う
立
場
か
ら

か
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
が

あ
る
先
生
。

｢

し｣

…
こ
う
す
る
ん
だ
！
と

い
う
信
念
を
持
っ
て
い
る
先

生
。

｢

じ｣

…
実
行
力
が
あ
る
。
自

分
で
約
束
し
た
こ
と
は
必
ず
実

行
す
る
。

｢

ま｣

…
本
当
に
ま
じ
め
な
先

生
。
政
治
の
立
場
で
ぜ
ひ
、

我
々
の
意
見
を
言
っ
て
欲
し

い
。

・
七
月
十
一
日
の
選
挙
は
全
国

区
選
挙
と
な
り
、
党
名
で
は
な

く
名
前
を
書
く
選
挙
で
あ
る
。

ま
ず
、
西
島
先
生
の
名
前
を
覚

え
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
私
の

一
番
の
願
い
。

・
去
年
八
月
三
十
一
日
の
委
員

会
で
立
候
補
が
決
定
し
、
現
在

は
全
国
を
巡
っ
て
い
る
日
々
で

あ
る
。
こ
う
し
て
先
生
方
に
お

集
ま
り
い
た
だ
け
る
こ
と
が
明

日
か
ら
の
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
る
。

・
去
年
十
二
月
十
八
日
の
診
療

報
酬
改
定
に
お
い
て
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
ゼ
ロ
が
確
定
し
た
。
診

療
報
酬
の
中
の
四
分
の
一
は
公

費
。
公
費
＝
税
金
。
税
金
と
な

る
と
国
会
で
審
議
さ
れ
決
定
さ

れ
る
。
結
果
的
に
は
政
治
決
着

で
あ
っ
た
。
六
年
間
の
日
医
活

動
の
中
で
、
医
療
と
い
う
も
の

が
い
か
に
政
治
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。

・
平
成
十
三
年
の
武
見
先
生
の

参
院
選
挙
で
は
、
健
康
保
険
本

人
三
割
負
担
の
反
対
、
老
人
自

己
負
担
上
限
の
増
額
反
対
を
掲

げ
戦
っ
た
が
残
念
な
が
ら
二
二

万
七
、
〇
〇
〇
票
と
い
う
結
果
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西西
島島
先先
生生
時時
局局
講講
演演
会会

((

要要
旨旨))

櫻櫻
井井
先先
生生
挨挨
拶拶

((

要要
旨旨))
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西
島
英
利
先
生
が
全
国
遊
説
の
一
環
と
し
て
去
る
三
月
八

日

(

月)

来
県
さ
れ
、
鳥
取
市
と
倉
吉
市
で
時
局
講
演
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、
病
院
、
診
療
所
、
老
健
施
設
等
へ
挨
拶
回

り
を
さ
れ
た
。

〈東部医師会館〉
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で
あ
っ
た
。
年
末
に
は
初
め
て

マ
イ
ナ
ス
二
・
七
％
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
な
り
、
本
当
に

悔
し
い
思
い
を
し
た
。

・
老
人
医
療
費
の
伸
び
率
管
理

制
度
は
絶
対
に
導
入
し
て
は
い

け
な
い
。
こ
の
制
度
は
、
例
え

ば
平
成
十
六
年
の
医
療
費
の
限

度
を
決
め
れ
ば
、
そ
れ
を
オ
ー

バ
ー
し
た
分
に
つ
い
て
は
二
年

後
に
全
て
の
医
療
機
関
に
均
等

に
振
り
分
け
て
返
還
を
さ
せ
る

と
い
う
制
度
。
経
営
的
に
厳
し

く
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
の
制
度

を
徹
底
し
た
た
め
に
、
医
療
機

関
が
次
々
に
倒
産
し
、
優
秀
な

医
師
は
外
国
に
出
て
し
ま
い
、

必
要
な
時
に
す
ぐ
に
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

・
日
本
で
は
、
病
院
の
株
式
会

社
化
を
中
心
と
し
た
米
国
型
の

医
療
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
利
益
追
求
を
し
て
人

件
費
削
減
な
ど
行
っ
た
結
果
、

米
国
で
は
株
式
会
社
病
院
は
法

人
よ
り
死
亡
率
が
高
い
と
い
う

報
告
が
出
て
い
る
。
患
者
の
治

療
方
法
は
民
間
保
険
会
社
が
決

定
権
を
持
っ
て
お
り
、
豊
富
な

お
金
が
な
い
と
良
い
医
療
が
受

け
ら
れ
な
い
。

・
混
合
診
療
解
禁
の
裏
に
は
公

的
保
険
の
守
備
範
囲

(

給
付
範

囲)

の
縮
小
が
隠
れ
て
い
る
。

基
本
的
な
所
し
か
公
的
保
険
で

診
ず
、
そ
れ
以
外
は
民
間
保
険

会
社
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
と
い

う
の
が
財
務
省
、
並
び
に
総
合

規
制
改
革
会
議
の
目
的
。
総
合

規
制
改
革
会
議
の
重
要
な
メ
ン

バ
ー
の
多
く
は
民
間
保
険
会
社

の
オ
ー
ナ
ー
で
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
る
。

｢

民
間
保
険
会
社
の
手
か
ら
医

師
・
看
護
師
・
国
民
主
導
の
医

療
を
取
り
戻
そ
う｣

と
言
わ
れ

る
ほ
ど
米
国
の
医
療
は
最
悪
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

・
私
は
国
民
の
一
番
の
関
心
の

健
康
、
そ
し
て
そ
の
健
康
を
支

え
る
医
療
、
医
療
を
支
え
る
国

民
皆
保
険
制
度
を
絶
対
に
壊
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
決

意
を
持
ち
、
な
ん
と
か
一
〇
〇

万
票
を
獲
得
し
、
国
会
の
場
で

議
論
を
し
て
一
部
の
人
間
た
ち

の
野
望
を
た
た
き
潰
し
た
い
。

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
周
囲
へ

理
解
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

き
、
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
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